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わせて、2018 年は計 1,132 件の利用状況となっている
（図⚑）。この数年は、1,100 件前後で推移している。
現在の利用科は⚖科で、消化器内科 576 件、外科 347
件、呼吸器内科 144 件、整形外科 37 件、泌尿器科 12 件、
























室蘭病医誌（第 44 巻 第⚑号 令和元年⚙月)
図⚒ 2018 年 外来化学療法室の利用科
～外来化算（A・B）算定件数から～








ていたが、2018 年 10 月から「薬物療法キャンサーボー
ド」と名称を変更し、新規症例だけでなく、レジメン変
更時にも多職種カンファレンスを開催している。
2018 年は、消化器内科 43 件、外科 24 件、呼吸器内科

















表 1 2018 年がん化学療法勉強会の日程と内容




診療放射線技師 但野 美和 49 名











理学療法士 浦山 良平 44 名















































表 2 2018 年の市民公開講座日程と内容
回数 日付 演 題 演 者 参加人数
⚑ ⚑/30
①大腸がんに負けないために
知っておきたいこと
外科・消化器外科部長
佐々木賢一
26 名
②がんと栄養
～おいしく食べるための工夫～
管理栄養士 林 元子
⚒ ⚗/24
①乳がんからあなたを守るために
～検診、そして
普段の生活で気をつける事～
日本乳腺学会乳腺認定医
宇野 智子
34 名
②もっと知ってほしい
がんと栄養について
がん病態栄養専門管理栄養士
関川 由美
⚓ 12/⚑
もしもʠがんʡと言われたら
～知ってほしいがんの診断・治療と
当消化器病センターの取り組み～
消化器内科科長
日本臨床腫瘍学会がん薬物療
法専門医 小野寺 馨
入退院支援室室長
金澤加奈子
地域連携室 MSW
後藤 和葉
訪問看護室 保健師
荒木 里美
19 名
写真⚕ 市民公開講座の様子
⚑月 ⚗月
⚗月 12 月
⚕．広報活動
がん化学療法チームでは、2015 年⚗月から化学療法新
聞「ケモかわら版」を発刊している。内容は院内多職種
に向けて、がん化学療法チームの活動報告や、チーム医
療セミナーへの参加の感想などを掲載している。2016
年⚙月からは、患者・家族へも情報発信の対象を広げて
いる。2018 年は⚔回発刊する事が出来た。今後も年⚔
回以上の発刊を目指し、化学療法についての知識・技術
やチーム医療活動の状況などについて院内外に広めてい
く。
ま と め
当委員会では、2010 年より「がんのチーム医療」推進
に向けて院内多職種を対象に活動してきた。院内に少し
ずつ浸透してきたところである。
また 2013 年⚔月には、「北海道がん診療連携指定病院」
にも指定され、院内だけでなく、院外の施設や地域住民
にも発信を始めており、より広い意味での「チーム医療」
が求められてきている。今年度もその一環として、広報
委員会主催の「市民公開講座」に参加した。
2018 年⚔月からは、北海道でも数少ない「がん薬物療
法認定医」の資格を持つ消化器内科小野寺馨医師が委員
会委員長・外来化学療法室室長・がん化学療法チームの
リーダーとして就任された。今後更に知識・技術の向上
を目指した活躍が期待されるところである。
今後も当委員会は患者・家族が満足した医療を受けて
いただけるよう「チーム医療」を推進していくと共に、
「安心・安全・確実」に治療が行われるよう院内多職種の
みならず、患者・家族及び地域へ、がん化学療法につい
ての知識・技術を啓蒙していくために活動していく。
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